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阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
資
料
収
集
等
の

現
状
に
つ
い
て

－
兵
庫
県
立
図
書
館
の
取
組
に
つ
い
て
－

第
２
回
被
災
地
図
書
館
と
の
情
報
交
換
会

資
料

平
成

25
年

3月
8日

（
金
）
 

兵
庫
県
立
図
書
館
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兵
庫
県
立
図
書
館
に
つ
い
て

 

沿
革

昭
和

49
(1

97
4)
年

10
月

  開
館

 
平
成

  7
(1

99
5)
年

11
月

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」開
設

 
平
成

  9
(1

99
7)
年

  1
月

来
館
者
数

10
0万

人
到
達

 
平
成

13
(2

00
1)
年

11
月

  来
館
者
へ
の
直
接
貸
出
開
始

 
平
成

16
(2

00
4)
年

  8
月

来
館
者
数

20
0万

人
到
達

 
平
成

17
(2

00
5)
年

  3
月

蔵
書
冊
数

50
万
冊
突
破

 
平
成

19
(2

00
7)
年

  4
月

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
貸
出
予
約
・
 

  県
立
及
び
市
町
立
図
書
館
で
の
受
取
開
始

 
平
成

21
(2

00
9)
年

  5
月

「
兵
庫
ゆ
か
り
の
コ
ー
ナ
ー
」
開
設

 
平
成

22
(2

01
0)
年

  6
月

学
校
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

 
平
成

24
(2

01
2)
年

  1
月

ひ
ょ
う
ご
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
更
新

 
  

兵
庫
県
立
図
書
館
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常
設
展
示

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
資
料
や
記
録
を
残
す
た
め
に
平
成

7(
19

95
)年

11
月
開
設

 
所
蔵
資
料

図
書
：
約

2,
30

0点
 

雑
誌
：
約

40
0点

 
チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
：約

4,
90

0点
 

そ
の
他
（
ポ
ス
タ
ー
・
地
図
・
空
中
写
真
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
他
）
：
約

1,
00

0点
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平
成

24
年
３
月

31
日
現
在
）
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平
成
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1月
よ
り
Ｈ
Ｐ
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公
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索
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デ
ー
タ
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平
成

24
年

3月
31
日
現
在
）

   
 

  
 

 

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
震
災
関
連
雑
誌
記
事
索
引

 
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

１
 

 

（4） 整理状況 

・分類は NDC9版を採用し、「震」を最初に付与することで、他の資料と差別。 

・図書の書誌データに目次情報等を入力して蔵書検索の際に提供している。 

・雑誌は、目次情報を excelに入力し、後日のデータベース構築時に反映させる。 

・チラシなどは、excelに入力して全体像を明確にしている。分類については、神戸大学 

震災文庫分類を参考に仮分類を実施。ただし本格的な整理作業に至っておらず、メ 

タ・データ付与も未着手。 

・資料デジタル・アーカイブ事業着手のための予算を県議会に提案中。 

→すでに行っている東北大学と、特に資料に関する調整を検討。 

→本県各市町村にも広く公開・利用してもらえるようプラットホームを作成予定。 

 

2 震災文庫整備チームについて 

 

・平成 24年 4月より館内職員より 2名が配置され、資料収集・整理を専務。資料奉仕部 

次長がチームリーダーを兼務。このため組織規則も改正した。 

・平成 23年度は調査班郷土資料担当が任にあたっていたが､通常業務との兼務が困難 

であると判断されたため新設された。 

・収集と整理を本務としているが､今後デジタル・アーカイブ化事業なども担当予定。 

 

3 課題 

 

・網羅的な情報収集・資料獲得。 

・宮城県内で同じ取り組みを行なっている機関との連携。 

・他県で同じ取り組みを行なっている機関との連携。 

→被災県（岩手・福島）、NDL、神戸大学、兵庫県、神戸市 

・「震災文庫」自体の広報活動。 

→「震災」に特化した専門資料としての収集の意義・利用促進など 

→広域的な利用の検討 

→県内外の様々な機関への資料収集に対する働きかけ 

→「震災文庫」を基にした関連行事としてのイベント開催 

・デジタル化・アーカイブ化による新しい資料提供方法の検討。 

→GPS機能をもたせることにより､収集場所の特定や関連資料とのリンク機能 

→他機関のアーカイブとのリンク  

・公共図書館の「震災関連資料コレクション」としての可能性 

→大型貸出セットを新設して、市町村図書館や学校への貸出 

→防災・減災教育へのバックアップ 

→県議会、知事部局、教育委員会、市町村などからの調査依頼への対応 

→今後予想される大規模災害を想定している地域の図書館への情報提供など 
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記
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索
引

 
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

１
 

6 

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
「
震
災
文
庫
」
震
災
資
料
横
断
検
索
へ
の
デ
ー
タ
提
供

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
係
図
書
の
デ
ー
タ
を

20
12
年
３
月
よ
り
提
供
。
こ
れ
に
よ
り
、
神
戸
大
学
附

属
図
書
館
「
震
災
文
庫
」
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
を
含
め
た
３
館

の
横
断
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。

   
   

   
   

   
   

 （
Ｈ

25
年
１
月
現
在
の
デ
ー
タ
提
供
数

2,
45

4件
）
 

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

2 

7 

期
間
：
平
成

年
月
～
平
成

年
月

作
業
員
：
名

対
象
資
料
：
当
館
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」が
所
蔵
す
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
図
書

約
タ
イ
ト
ル
の
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
係
る
許
諾
が
得
ら
れ
た
も
の

優
先
し
た
資
料
：
兵
庫
県
行
政
資
料
、
兵
庫
県
関
係
団
体
発
行
資
料

例
『
図
書
館
の
１
．
１
７
』

兵
庫
県
図
書
館
協
会

編
刊

『
論
集
震
災
復
興
へ
の
道
』

兵
庫
県
震
災
復
興
研
究
セ
ン
タ
ー

編
刊

『
被
災
世
帯
健
康
調
査
報
告
書

平
成

年
度
』

兵
庫
県
健
康
福
祉
部

編
刊

デ
ジ
タ
ル
化
処
理
済
数
：

タ
イ
ト
ル

（
平
成

年
月

日
現
在
）

①
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
管
す
る
こ
と

タ
イ
ト
ル

②
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
を
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
公
共
機
関
や
団
体
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と

タ
イ
ト
ル

③
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
を
当
館
Ｈ
Ｐ
に
公
開
す
る
こ
と

タ
イ
ト
ル

兵
庫
県
立
図
書
館
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フ
ェ
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リ
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」
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活
用
と
連
携
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

 

8 

今
後
の
予
定

平
成

年
度

阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
シ
ス
テ
ム
構
築

 

対
象
資
料
：
当
館
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が
所
蔵
す
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災

関
連
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化

優
先
す
る
資
料
：
県
下
市
町
の
行
政
資
料
、
兵
庫
県
関
係
団
体
発
行
資
料

デ
ジ
タ
ル
化
対
象
数
：

団
体

タ
イ
ト
ル

 平
成

年
度
～

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
図
書
デ
ー
タ
と
許
諾
が
得
ら
れ
た
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
を
リ
ン
ク
さ
せ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
、
他
機
関
と
の
シ
ス
テ
ム
連
携

兵
庫
県
立
図
書
館
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リ
ー
」
の
活
用
と
連
携
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
図
書
の
デ
ジ
タ
ル
化
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平
成

24
年
度
兵
庫
県
立
図
書
館
企
画
展
示

 

 

「
基
本
理
念
」

 
 

 
人
と
自
然
、
人
と
人
、
人
と
社
会
が
調
和
す
る
「
共
生
社
会
」
づ
く
り

 

「
基
本
目
標
」

世
紀
に
対
応
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

世
界
に
開
か
れ
た
、
文
化
豊
か
な
社
会
づ
く
り

既
存
産
業
が
高
度
化
し
、
次
世
代
産
業
も
た
く
ま
し
く
活
動
す
る
社
会
づ
く
り

災
害
に
強
く
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り

多
核
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
都
市
圏
の
形
成

 
 
 

「
阪
神
・
淡
路
震
災
復
興
計
画
（
兵
庫
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
計
画
）
」
よ
り
 

※
「
震
災
防
災
・
減
災
」
（
場
所
：
調
査
相
談
室
）
と
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

展
示
期
間
：

年
月

日
金
～

月
日
水

展
示
場
所
：
兵
庫
県
立
図
書
館

郷
土
資
料
室

時
間
：
午
前

時
分
～
午
後

時
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第

木
曜
日

 
  

 

  

１
．
１
７
で
私
た
ち
が
得
た
も
の
失
っ
た
も
の
は
？

 
 
 
 
 

 
 
 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
推
進
や
、
 

災
害
対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
、
 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
見
直
し
ま
す
。
 

 

 

兵
庫
県
立
図
書
館

企
画
展
示
の
開
催

 
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

4 

昨
年

月
日
、
内
閣
府
は
東
海
沖
か
ら
四
国
沖
の
「
南
海
ト
ラ
フ
」
沿
い

で
巨
大
地
震
が
起
き
た
場
合
、
最
大
約

万
人
が
死
亡
す
る
と
の
被
害
想
定
を

発
表
し
た
。
し
か
し
、
発
生
直
後
に
全
員
が
避
難
開
始
す
れ
ば
、
津
波
に
よ
る
死

者
は
最
大
で
約

割
減
る
と
し
て
い
る
。

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
「
防
災
」
、
災
害
が
起
き
て
し
ま
っ
た
場
合
に
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
取
り
組
み
「
減
災
」

―

過
去
の
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
防
災
・
減
災
を
考
え
る
。

期
間
：

年
月

日
金

～
月

日
水

場
所
：
兵
庫
県
立
図
書
館

調
査
相
談
室

時
間
：
午
前

時
分
～
午
後

時

休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
第

木
曜
日

特
別
整
理
期
間
（

月
日
（
木
）
～

月
日
（
金
）
）

 

阪
神

・
淡

路
大

震
災

で
倒

れ
た

雑
居

ビ
ル

（
財

）
消

防
科

学
総

合
セ

ン
タ

ー
災

害
写

真
デ

ー

タ
ベ

ー
ス
よ

り
 

津
波

で
被

害
を

受
け

た
石

巻
市

雄
勝

地
区

 
（

財
）

消
防

科
学

総
合

セ
ン

タ
ー

災
害

写
真

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

よ

 

平
成

年
度
兵
庫
県
立
図
書
館
企
画
展
示

【
協
力
：

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

】

10
 

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構
よ
り
自
己
浮
上
型
海
底
地
震
計
や
展
示
用
パ
ネ
ル
等
を
借
用
。

 
 

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

4 

兵
庫
県
立
図
書
館

企
画
展
示
の
開
催
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「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
活
用
と
連
携

5 

兵
庫
県
立
図
書
館

震
災
関
連
講
座
の
開
催

 

趣
旨

 
   

 自
然
災
害
へ
の
危
機
管
理
の
重
要
性
が
増
大
す
る

現
在
、
過
去
の
災
害
へ
の
取
組
か
ら
学
ぶ
も
の
は
非
常

に
多
い
。
兵
庫
県
の
震
災
・
学
校
支
援
チ
ー
ム
の
Ｅ
Ａ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
が
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
行
っ
て
き
た
取
組

か
ら
、
非
常
時
の
組
織
管
理
の
具
体
策
を
学
び
、

H
el

p-
To

sh
ok

an
活
動
等
で
行
っ
て
き
た
被
災
地
の
図
書
館

支
援
や
読
み
聞
か
せ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
被
災
地

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
。
ま
た
、
講
座
を
通
じ
て

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
利
用
促
進
も
図
る
。

 
対
象

 
   

 教
員
、
公
共
図
書
館
職
員
、
学
校
図
書
館
関
係
者
、

 
そ
の
他
震
災
時
の
危
機
管
理
や
復
興
支
援
に
関
心
の

あ
る
方

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
  （
参
加
者

61
人
）
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今
後
の
課
題

・
震
災
資
料
の
有
効
活
用
・
・
・
企
画
展
示
、
震
災
関
連
講
座
等
の
継
続
的
な
開
催
と
新
た
な

 

活
用
方
法
の
検
討

 

 ・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
図
書
館
と
の
連
携
強
化
・
・
・
震
災
資
料
の
相
互
貸
借
等
の
実
施

・
震
災
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
シ
ス
テ
ム
運
営
費
・
・
・継
続
的
な
予
算
措
置

 

兵
庫
県
立
図
書
館
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震 災
―防災・減災―

昨年 月 日、内閣府は東海沖から四国沖の「南海トラフ」沿い

で巨大地震が起きた場合、最大約 万人が死亡するとの被害想定を

発表した。しかし、発生直後に全員が避難開始すれば、津波による死

者は最大で約 割減るとしている。

災害を未然に防ぐ「防災」、災害が起きてしまった場合に被害を最

小限にとどめるための取り組み「減災」 ―

過去の震災を教訓として、防災・減災を考える。

期 間： 年 月 日 金 ～ 月 日 水

場 所：兵庫県立図書館 調査相談室

時 間：午前 時 分～午後 時

休館日：毎週月曜日、第 木曜日

特別整理期間（ 月 日（木）～ 月 日（金）） 

阪神・淡路大震災で倒れた雑居ビル
（財）消防科学総合センター 災害写真デー

タベースより 
津波で被害を受けた石巻市雄勝地区 

（財）消防科学総合センター 災害写真データベースよ

り 
 

平成 年度兵庫県立図書館企画展示 【協力：独立行政法人海洋研究開発機構】
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第 部 その時学校で、必要なこと

震災時の学校支援例から、危機管理に重要な視点を学ぶ

ＥＡＲＴＨ（震災・学校支援チームスタッフ） 馬越 顕

兵庫県立相生産業高等学校 主幹教諭

兵庫県姫路市夢前町消防団 上菅分団 前分団長

第２部 図書館からはじまる復興

阪神・淡路大震災の経験から、東日本への支援に生きたこと

八尾市立山本図書館 司書 喜多 由美子

場 所：兵庫県立図書館 １階 第２研修室

定 員：４０人（事前申込）

申込・問合先：兵庫県立図書館 協力課

〒 明石市明石公園 番 号

（代）


